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2025年度入学試験問題

注意事

1.試験開始の指示があるまで問題用紙を開いてはいけません。

2. 解答はすべて黒鉛筆(HB)〈シャープペンシルは， HB0.5mm以上の芯であれ

ば使用可〉で別紙解答用紙所定の欄に記入してください。

3.解答用紙右端の

なければ氏名欄

4. 試験時間は90分です。

印刷されている受験番号を確認してください。間違いが

し，切取線から切り離してください。

5. 4ページで大問4問です。 は計算用紙です。

6.解答用紙は両面になっていま
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〔I〕平面内の直線y= 4ax + bが2つの放物線

y=炉ー 12x+ 21, y 4炉十 8x-4 

のいずれとも共有点の個数が0または 1となるような a, b 

のなす集合をDとする。

(1) Dの面積を求めよ。

とする点P(a,b) 

(2) 点P(a,b)がDを動くとき， b-4がのとりうる値の範囲を決定せよ。

- 1 ●A 46 (25-002) 



〔Il〕nを自然数として，数列｛an}, ｛加｝を

n+2 (n = l, 2, 3,......) a1 = 2, an+l = -an  
n 

b1 = 8, bn+l =加＋ 2n+2 (n = 1, 2, 3,......) 

で定める。次の問いに答えよ。

(1) 一般項an, 加を nの式で表せ。

(2) In = {x I an ~ x ~加｝とするとき，すべての自然数 n に対して Inn In+l 

は空集合ではないことを示せ。
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〔III〕1以上 100以下の自然数について，次の

(1) 3で割り切れる数の個数は

ある。

をうめよ。

で，それらの数の総和は で

(2) 3で割ると 2余り，かつ， 5で割ると 3余る数の個数は［こロニ］である。

(3) 100と互いに素となる数の個数は［こここ］である。

(4) 2進数にしたときの桁数が4桁または 5桁となる数の個数は

それらの数の総和は［口こ］である。
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〔w〕次の I Iをうめよ。

3次方程式x3-3 x2 + Px + q = 0の解を a,/J,ァとすれば，恒等式

パー 3炉＋px+ q = (x -a) (x -/J) (x -r) 

が成り立つからa+/3+y= 

g/3r=I ③ lである。

'a/3十伯十 ra= 

ふ＝訂＋即十門 (n= I, 2, 3,......) 

とおくとき，品とふをp, qの式で表せば，それぞれヽ＝

S3 となる。また， S2

であり，（a,/3,r)

21かつ s4= 273のとき，p
99 「l

である。ただし， a< (3 < rと

する。

（以上）

4
 

●A 46 (25 -005) 














